
 
事 業 評 価 調 書 （新規）  

 

部課室名 農 林 水 産 部 

農 林 水 産 局

農 地 整 備 課

 記入責任者職氏名 
 
 （担当者氏名） 

 課  長 

      松  浦     猛 
 (課長補佐兼基盤整備係長 坊垣昌明) 

 
 内線 

   4003 
 
 （4016） 

  

 事 業 名  事 業 区 間  総事業費     4.1 億円  
 事業種目 

  
   農 道 
  一般農道整備事業      揖

いっ

西
さい

地区   内用地補償費      - 億円 

 所  在  地  事業採択 
 予定年度 

 着工予定 
 年  度 

 完成予定 
 年  度 

                    兵庫県龍野市揖西町   H18   H18   H22 

 事 業 目 的 事 業 内 容 
農産物生産性の向上、生産物流通の合理化・運搬費

用の節減等の利便性向上により,農業振興の発展を図
るため、ほ場整備済み区域内の未舗装道路について舗

装を行う。 

・農道整備（舗装） 19.9km（W3.0～4.0m） 
 〔国45% 県27.5% 市20.0% 地元7.5%〕 

 評価視点  評価結果の説明 
  
(1)必要性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (2)有効性・効率性 
 
 
 
 
 
 (3) 環境適合性 
 
 
 
 
 
 (4) 優先性 

 
本地区では、ほ場整備工事完了後も現道が砂利道であることから、生産物運

搬の際の荷崩れや荷傷みによる生産物の商品価値低下と、運搬・通作等農業車

両の円滑な走行に支障を来すとともに、路面の補修や草刈り等の維持管理にも

多くの労力を費やしている。 
現在、構造改善事業による大型機械の導入と稲作生産組織を育成し、ライス

センター等の近代化施設を最大限に活用して農業生産性の向上と農業経営の合

理化を図ろうとしている。しかしながら農道が未整備のため、その効果が十分

発揮されない状況にあり、早急な整備が必要である。 
 
農道網の整備により、農作物の品質向上とともに、輸送時間及び通作時間の

大幅な短縮により、農業生産性の向上と農業経営の合理化が図られる。 
費用便益比は1.56、所得償還率は6.6％で事業効果が十分に期待できる。 
地元受益者も農道整備への期待が大きく、町と地元の協力体制が整っている。

同意率：540／540＝100％ 
 
実施に先立ち地域の環境を把握し、再生材等の利用により自然環境への影響を

軽減すると同時に、民家近傍では低騒音・振動型機械を使用し公害の防止に努め

る。また、建設発生土についても他の公共工事の盛土材料として有効利用し、コ

ストの縮減もはかる。 
 
 
現在本事業と並行して「揖西地区営農組合設立推進協議会」が設置され、「地

域水田農業ビジョン」を通じて水田を中心とした土地利用型農業の活性化を図る

ために「揖西地区営農組合(仮称)」の設立を進めている。 
その営農組合の運営を軌道に乗せ、効果を早期に発揮させるためにも、計画上

重要な役割をもつ農道整備を優先して実施する必要がある。 
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